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要 約 

背景 耳下腺脂肪沈着（LIPG）の臨床的特徴はこれまであまり検討されていない。原爆被爆者の

放射線後障害の追跡調査の中で LIPG の臨床所見を検討する機会を得た。 

方法 長崎の原爆被爆者 992 人を対象に、涙液および唾液分泌量測定、身体計測、生化学検査、

腹部超音波検査を 2002 年から 2004 年にかけて行った。涙液または唾液分泌が減少していた 465

人のうち、176 人が唾液腺核磁気共鳴画像（MRI）検査を受けた。 

結果 唾液腺MRI検査を受けた176人の対象者のうち、53人にLIPGを認めた。LIPG症例では、

LIPG のない対象者と比べて女性が多く、また脂肪肝が多かった。年齢と性を調整した回帰分析で

は、LIPG 症例で、肥満指数（BMI）、低比重リポ蛋白質コレステロール、中性脂肪、ヘモグロビン

A1c、および C 反応性蛋白質が高く、一方、高比重リポ蛋白質コレステロールおよびアディポネク

チンが低かった。多変量ロジスティック回帰分析では、BMI と脂肪肝が放射線被曝線量と独立して

LIPG と関連していた。 

結論 LIPG は、BMI、脂肪肝および冠危険因子と関連しており、メタボリック症候群の臨床徴候の

一つであった。 
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